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マ ン ガ ン ， バナ ジウム ， ク ロ ム ， モ リブデン ， タ ン グ ス テ ン 塩 の

炎中に お け る 分子吸収 ス ペ ク トル
＊

大 道 寺 英 弘
＊＊

（1980 年 2 月 23 日受 理 ）

　空 気
一
ア セ チ レ ン 炎中 に マ ン ガ ン

，
ク 卩 ム

，
モ リ ブ デ ン

， タ ン グ ス テ ン t
バ ナ ジ ウ ム の 高濃度 水 溶

液 を 噴 霧 し 炎 中 で 生 成 す る こ れ ら の 酸化 物 ， 水 酸化 物 に よ る 分子吸収 ス ペ ク トル と 発 光 ス ベ ク トル を

（200〜 400）nm の 波 長 範 囲 で 測 定 し た ．そ の 結 果 t の 波 長 範 囲 に 強 い 吸 収 ス ベ ク ト ル が 得 ら れ ， そ れ ぞ

れ の 吸 収 極 大 波 長 は ，
マ ン ガ ン 256　nm

，
375　nm ，ク P ム 298　nm ，バ ナ ジ ウ ム 302 皿 m に あ り発 光 ス

ペ ク トル の 極大波長 と
一

致 し た ．一方 ，
こ れ らの 分 子 吸 収 が 原 子 吸 光 測 定 に 与 え る 干 渉 の 程度 を 測定 し

た が ，（1〜1．2）％ の 濃 度 で 原 子 吸光感 度 の 46 倍 ま で の 吸収誤差 を検 出 し た ．又 ， 試料 を 溶 解 す る た

め に 使 用 す る 酸 に よ っ て も分 子 吸 収 に よ る 誤 差 を 生 じ た ．

1 緒 言

　原子吸光 分 析 で 微量分 析 を 行 う際， 主 成 分 で あ る 金属

塩 か ら炎 中で 生 じた 分子 の 吸収 に よ る バ
ッ ク グ ラ ウ ン ド

の た め に 実際 の 値 よ りも高 い 値を得 る こ とが知 られ て い

る．炎中 の 分子吸収 ス ペ ク トル と し て カ ル シ ウ ム 1）
”’4）

，

ス ト ロ ン チ ウ ム η 5）
，

バ リ ウ ム 5）
，

マ グ ネ シ ウ ム 6） の ア ル

カ リ土類金属塩 ，　 リチ ウ ム 7｝8 　ナ ト リ ウ ム
S）− 10）

， カ

リ ウ ム s）11） な ど の ア ル カ リ金 属塩 ， リ ン 酸塩 か ら得 ら

れ る PO6 ）12）
一

“ ）
， イ ン ジ ゥム 塩 か ら 得られ る 1nCI や

InOs ）li）「e），ガ リ ウ ム 塩 に よ る GaOH や GaCli7 ） な ど

に つ い て 報告 され て い る．本報 は マ ン ガ ン
， ク P ム

，
モ

リ ブ デ ン ，タ ン グ ス テ ン
，

バ ナ ジ ウ ム に つ い て そ れ ぞ れ

の 吸収ス ペ ク トル を 測定 し原子吸光測定 に 及ぼす干渉 の

程度 に つ い て も調 べ た ．又 ， 得られ た 吸収ス ペ ク トル に

つ い て 過去 に 報告がほ とん どな い た め 炎光発光 ス ペ ク ト

ル も測定 し 両 ス ペ ク トル を 関連づ け て 調 べ た．

2 試薬及 び装置

　 2・1 試　薬

　 マ ン ガ ン ： 高純度金 属 （99．99％ ）を塩 酸 で 溶 解 し た

も の ，過 マ ン ガ ン 酸 カ リウ ム を 蒸 留水 で 溶解 し た も の ，
ク ロ ム ： 高 純 度 金 属 （99．999 ％） を 塩酸，硝 酸

一
過 塩 素

酸 で そ れ ぞ れ 溶 解 し た も の ，ニ ク P ム 酸 カ リウ ム を 蒸 留

＊
原 子 吸 光 分 析 に お け る 光 干 渉 （VII ）．前報 は 大 道 寺

　 英 弘 ： 分化，29，389 （1980）
＊＊

東 京大 学 物 性 研 究 所 ；東京都 港 区 六 本木 7−22−1

水 で 溶 解 し た も の
，

モ リ ブ デ ン ： 高純度金属 （99．9 ％

以 上）を塩 酸 ， 硫 酸 で そ れ ぞ れ 溶 解 し た も の ， モ リ ブ デ

ン 酸 ア ン モ ニ ウ ム を 蒸 留水 で 溶 解 し た も の ， タ ン グ ス テ

ン ： タ ン グ ス テ ン 金 属 粉 （99．9 ％） を 過 酸化 水 素 水 で 溶

解 し た も の ， タ ン グ ス テ ン 酸 ナ ト リ ウ ム を蒸 留 水 で 溶 解

し た も の ，
バ ナ ジ ウ ム ： 五 酸化 バ ナ ジ ウ ム を 塩 酸 ， 硫酸

で そ れ ぞ れ 溶解 し た もの
， を そ れ ぞ れ 使 用 し た．高純度

金 属 や 試薬 （試薬 特 級） は そ れ ぞ れ 市 販 の も の を使用 し

た・溶液 は （20〜24）mg ／m1 金属 イ オ v と し て 含む よ う

な 濃度 に 調 整 し 使 用 時 に 必 要 に 応 じ て 希釈 し て 使用 し

た．亜 鉛，カ ドミ ウ ム ，ニ ッ ケ ル
， 鉄 ，

マ ン ガ ン
， ク 卩

ム ， 銅 の 標 準 溶液 は 既 報 S） の も の を 使 用 し た ．

　 2 ・2　装 　置

　 日 立 207 原 子 吸 光装 置 に 浜松 テ レ ビ 製 中 空 陰 極 型 重 水

素 ラ ン プ ， 各種中空陰極 ラ ン プ ， 試 作 の 連 続 光 源 IS ）を 取

り 付 け 使用 した ・炎光 発 光 ス ペ ク トル の 測 定 は 日 本電 子

製 JEOI ・7000 原 子 吸 光 炎 光 兼 用 装 置 を 使用 し た ．

3 測 定 方 法

　 空 気
一
ア セ チ レ ン 炎 を 空気流量 101／min ， ア セ チ レ ン

流量 2．251／min と し測定 は すべ て 既報 の 方法 で 行 っ た
9）．

こ こ に 示 した 波長 の 精度 は ± 0 ．3nm 程度 で あ る．

4　実験結果及 び考察

　 4・1　 マ ン ガ ン

　（200〜400）nm に 吸収 ス ペ ク トル が 得 られ 200　nm
，

256　nm ，375　nm 付 近 に 吸収極大 が あ る ．発光 ス ペ ク ト

ル （Fig．　 1
，
B）は ，

256　nm と 375　nm を 極大波長 とす

N 工工
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Fig．1　Absorption（A ）and 　 emission （B＞ spectra

　　　　obtained 　by　manganese 　 solutiens 　 in　 air −

　　　　 acetylene 　flame

　 　 　 　 Spectral 　band 　width ：O．3nm ；
− Mn −HCI ；

一一一一

　　　　KMnO4 ；　 亘2 皿 g　Mn ／ml ；　 Gas　fiow　rate ： Alr，101 ’

　　　　 min ，（】2Hz ，
2．25　11min ；　Burner　height　： 10m 皿 （aし

　　　　sorption ）， 20　mm （emission ）；　 1 ： M ロ，202．9nm ，
　　　　210．9nm ；　 2 　：　Mn ，2X 〕．8nrn，22L4nmT 　 222．1nm ；

　　　　3 ； 256．Onm ；　 尋 ： Mn ，279．5nm ，279．8 皿 m ，2BO．2
　 　 　 　 nm ；　 S ：365．Onm

，
　 MnOH

； 6 ：375 ．On 叫 MnOH ；

　 　 　 　 7 ： Mn

る連 続 ス ペ ク ト ル が 得 られ 吸収ス ペ ク トル と一
致 した．

こ の ス ペ ク トル は MnOH に よ る と報告 され て い る 19）

が，（255〜265）nm の ス ペ ク トル に つ い て は そ の 詳細 は

報告 され て い な い ．そ の うえ ， ア セ チ レ ソ 炎中 で は 検出

され て い な い ． 一
方 ，

Callar ら
20 ）に よ り （250〜260）

nm の ス ベ ク ト ル は MnO に よ る と 報 告 され て い る．
Padley らの 報告 と異 な り本実験 で は 空 気

一
ア セ チ レ ン 炎

中 で （250〜270）nm に 吸収 ， 発光ス ペ ク トル を検 出 し，

Fig・2 か ら 254 ・On 皿
，
256 ・OIlm が 極 大 波長 で あ る こ

とが 分 か っ た・257　n 皿
，
258n 叫 259　nm セこ原子線が重

な o て い るが ， こ の 輝線ス ベ ク トル の 吸収は 見 られ な

い ．マ ン ガ ン の 空気一
ア セ チ レ ソ炎 中 の 原 子化効率は 約

0 ．622）23）で あ り， 炎 中 の マ ン ガ ン の 40 ％ 程度b：　MnO
，

MnOH の よ うな化合物 と して 存在 し て い る．

　 4・2　ク ロ 厶

　Fig ．3 に ク 卩 ム の 塩 に よ る 吸収 ス ペ ク トル を 示 した

が，210　nm ，298　nm ，319nm
，
329　nm を 吸 収極大 と し

（200〜400）nm に 得 られ た．過塩素酸溶液に よる 吸収が

最 も強 く， 塩 酸溶液 に よ る 吸 収が 最小 で あ っ た．発光

曽惰
冩

自
。

冩
り
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む旧
畧り
言旧
窪嘱
義
。

餌

　　　 　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　 0
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Fig．2　Absorption （A ） and 　 emission （B ）spectra

　　　　in　 thc 　 wavelength 　range 　（240〜 270）nm

　　　　obtained 　by　manganese 　solution

　　　　Sp鴕 tral　band 　width ：0．3nm ，　 Mn −HCl 　solution ；　 1 ；

　　　　254．Onm ；　 2 ： 256 ．Onm ；　 3 ：Mn ，257．2nln ，257．6
　　　　n 叫 　 4 ： M 叫 　258 ，4nm

；　 5 ：Mn ，259．3nm ，259 ．5
　 　 　 　 n 叫 6 ：26L811 叫 7 ；266．Onm

ス ペ ク トル の 強度 は 280nm 以下 の 短波 長領域で は 弱 い

が ，
290nm 　よ り長波長領域 で 強 く極大 波 長 は 吸収極 大

波長 と一
致 した．Fig ．4 か ら こ の ス ペ ク トル の 極大波 長

は 293．4nm
，
297 ．6n 皿 で あ る こ とが分か っ た．こ れ ら

の 帯 ス ペ ク トル と原子線 に お い て バ ー
ナ
ーか らの 高 さ

，

ア セ チ レ ソ 流量を 変 え て 吸光度 を 測定し両者 の 関係 を 調

べ Fig．5 に 示 した ．こ の 帯ス ペ ク トル の 吸 収は 炎 の 上

部 ほ ど大 きくア セ チ レ ン 流量 の 増 加 と と も に 減少 し た．
一方 ，

ク 卩 ム 原子 の 吸収 は 逆 に ア セ チ レ ン 流量 が 多 い ほ

ど増加 し ， 炎中（10〜15）m 皿 の 燃焼層で 最大で あ っ た ．

こ れ は 炎中に 生成 し て 化学平衡 に あ る ク ロ ム 化 合物が ア

セ チ レ ン の 増加 で 還元 さ れ 原子 状態 に な る こ とを意味 し

て い る 21）・空気一ア セ チ レ ン炎中 の ク P ム の 原 子 化効率 は

O ．065z2），O ．0712s）と報告 され て い る の で ，炎 中 の ク 卩 ム の

少な く と も 93 ％程度は GrO24，　
N
　28 ，

，
CrO2202S），HCrOs24 ）

の よ うな化合物 と して 存在す る．又 ，
CrOH か Cr20s

（固体）に よ る 化学発光ス ペ ク トル も検出 さ れ て い る 24）．
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Fig．3　Absorption （A ）and 　 emiSsion （B）spectra

　　　　 obtained 　by　 chromiu 血 solutions 　 in　 air −

　　　　 acetylene 　fla皿 e

　 　 　 　 − − Cr−HCIOI −HNO3 ；　一一一K2Gr207 ；
− Cr−
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Fig．5　Variation　of 　absorbances 　 at 　 molecular

　　　　bands 　 and 　 atomic 　 lines　 of 　chromium 　and

　　　　molybdenum 　 as 　a　 function　 of 　 acetylene
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Fig．4　Absorptio皿 （A）al】d　 ernission （B） spectra

　　　　in　 the　 wavelength 　 range （285〜340）n皿

　　　　obtained 　by　 chTomium 　 solution 　in　 air −−

　　　　acetylene 　flame

　　　　Sp   t厂al　 band 　width ：0．3n 叫 Cr−HCI 　ro【ution ；　 1 ；

　 　 　 　 293．4n 【囗，2 ：297．61P皿 ，3 ： 2ce ，6n 皿 ，4 ：Cr，30L5

　 　 　 　 n 皿 ，　302．0 血

本実験 で 得 られ た 吸 収 ， 発光ス ベ ク トル は ほ ぼ一
致 して

い る の で CrO ，　 CrO2 ，
　 HCrOs の よ うな 分子 ス ペ ク ト

ル で あ る こ とが考え られ る ．又，297 ・6   樋 大 波長

とす る ス ペ ク トル は，こ の ス ペ ク トル の 形 か ら推察 して

GrO の よ うな 二 原子 分 子に よ る もの と考 え られ る．

　4・3　モ リ ブデン

　Fig．6 に 示 した よ うに ， 吸収ス ペ ク トル は （200・− 380）

n 皿 で 得 られ ，
242  

，
345　nm 付 近 の 吸収極 大 は 発光 ス

ペ ク トル の極大波長と
一

致す る．硫酸溶液 の 吸収強度 が

最 も強 い ．こ れ らの 帯ス ベ ク トル と原子線 の 吸収強度 の

関係 を 測定 した が ，
ク ロ ム の 結果 と同様帯 ス ペ ク トル の

吸 収強度 は ア セ チ レ ン の 増加 とともに 減少 しモ リ ブ デ ン

原子 の 吸収が 増加 し た （Fig・5）・こ の よ うに 炎中 に 生 成

した 化合物は還元性 ラ ジ カ ル を 増す と解離 す る．こ の よ

うな化合物 として MoO
，
　MoO2

，
　MoOs ，

　MoN 　t：解離 エ

ネ ル ギ ーの 高い 安定な化合物と して 知 られ て お り，
rOO

n 皿 〜赤外領域 に 発光 ス ペ ク トル が 得 られ て い るZ9＞
−
31）．

モ リブデ ン の 原子化効率は 報告 され て い な い が ，
MoO
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Fig．6　Absorption（A ）and 　 emission （B ）spectra

　　　　 obtained 　by　 molybdenum 　 solutions 　in　ai 卜

　　　　acetylene 　flame

　 　 　 　
− Mo −H2SO4 （2　N ）i　 −一一一
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Fig．7　Absorption （A ） and 　e 皿 ission（B）spectra

　　　　obtained 　 by　 vanadium 　 solutions 　 in　 air −

　　　　acetylene 且ame

　　　　
− V −HC1 （IN ），一一一一V −H2SO4 （2N ）；　 IDmg

　　　　V ／ml ；　 1 ： 24S ．7nm ； 2 ：302．3nm ，3lV ，318．4nm ，
　 　 　 　 318．5 皿 rロ ；　4 二V ，370．4 皿 皿

と AIO の 解離 エ ネ ル ギーが 116　kcal／皿 0130 ）sr） と同 じ

な の で 空 気
一
ア セ チ レ ン 炎中 で 10“4 程度ss）と予想 した ．

しか し， 原子化効率を求 め る簡単な方程式 22）31）
か らナ ト

リ ウ ム ，銅 を 比較元 素と し て それぞれ O．05，，0 ．041 で あ

る こ とが 分か っ た．炎中 の モ リ ブデ ン の 95％ が MoO
，

MeO2 の よ うな化合物 と して 存在 し， 得 られ た ス ペ ク ト

ル は こ れ らの 分于に よ る もの と考 え られ る．

　 4 ．4 　パ ナ ジ ウ 厶

　 Fig・7 に 示 した よ うに ， 吸収 ス ペ ク トル は　（200〜

400）nm に 得られ 吸収極大波長 は 200　nm ，243 ．7nm
，

302．3nm に あ る こ とが 分か っ た． 発光 ス ペ ク トル は

700　nm ま で 帯 ス ペ ク トル として 得 られ ， こ の ス ペ ク ト

ル は VO の C ‘

Σ
’−X4Σ

『
系 ス ペ ク トル と して （440〜

864）11m が報告 され て い る s2〕．バ ナ ジ ウ ム の 原子化効率

は 空気一
ア セ チ レ ン 炎 で は 4xlO −4

以下 s3》 と 低 く， ほ

とん どが 解離 エ ネ ル ギ ーの 大 きい VO （147　kCalfmol），

VO2 （294　kcal／mol ）と し て 存在す る
e4 ）．

　 4・5 　タ ン グ ス テ ン

　吸 収 ス ペ ク トル の ほ とん どが （200〜280）n 皿 　に 得 ら

れた ．タ ソ グス テ ン 酸 ナ ト リ ウム で は 炎中で NaOH を

生成 し，そ の 吸 収
9） が加算 され 高 くな る．タ ン グ ス テ ン

閏

占

窟

露
o鬥
零
切

　　　 　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　 0

　 　 　 　 　 　 　 　 　 Wavelengt玩 皿

Fig．8　Absorp 亡ion　spectra 　obta 血 ed 　by　tungsten

　　　　 so1 山 ions　in　air −acetylene 　flame

　 　 　 　
− W −H202i −一一一Na2WO4 ； 10   Wlnl

は 高温 の ふ ん 囲気中 で WO
，　WO ，，　WOs と して 存在す

る こ とが 知 られ て い る se）Sfi）．又 ，

一
酸化二 窒素一

ア セ チ レ

ン 炎中で H
，
WO4 が ， こ れ らの 酸化物と同程度存在す る

こ とも報告 され て い る
s6，．こ れ らの 化合物 の 解離 エ ネル

ギ
ー

は 高 く （WO ： 154　kcal／mol ）
SOs6 ）

， 空気一ア セ チ レ

ン 炎 程 度 の 温度 （2400K）で は 解離 しな い ．

　4・6 　吸 収 強度と干 渉 誤 差

　塩 の 濃度 と吸収強度 は ほ ぼ 比例す る直線関係が得られ

た が， こ の 傾きは Fig ・1〜Fig・8 の 吸収 ス ベ ク ト ル の
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吸収強度 と一致す る，吸 収強度 は 使用す る酸 の 種類 に よ

っ て も異 な る．ク 卩 ム は 塩 酸溶 液 よ りも過塩 素酸溶液 の

ほ うが 吸収が 大 きく，
モ リブ デ ン

，
バ ナ ジ ウム で は 硫酸

溶液に よ る 吸収が 他 よ り も著し く強 い ．そ こ で 酸 に よる

炎中 の 吸 収 ス ペ ク トル に つ い て 調 ぺ た．塩酸 は 6N ま

で 測定 した が 検 出 され ず ， 硝酸 に よ る吸 収 ス ペ ク トル が

（200〜240）nm に 検 出 され た （Fig・9）・こ れ は NO と

NO2 に ょ る 吸収 ス ペ ク トル で 硝 酸塩 を 炎中 に 導入 し た

ときに も得 られ る
7）9）11 ）37）38）．　 硫酸 や 硫酸塩 に よ る吸収

は 特 に （200〜280）nm で 強 く9） ク ロ ム ，モ リ ブ デ ン ，
バ

ナ ジ ウ ム の 硫酸溶液 の 場合 と一致す る．リン 酸 や リ ン 酸

塩 に よ る 吸 収 も報告され て い るe｝12｝
− ld） よ うに大 きい ．

こ れ らの 酸 の 濃度 と吸光度の 関係 も他 の 金属塩同様 ほ ぼ

直線 と な る．こ れ らの 酸 や 金 属塩 に よ る 吸 収が 亜 鉛 ， カ

ド ミ ウ ム
，

ニ
ッ ケ ル

， 鉄 ，
マ ン ガ ン

， 銅， ク ロ ム の 原子

吸光分析に 及 ぼす干渉誤差を測定 し Table 　I，
　Table 　 2

に 示 した．硝 酸 に よ る干 渉誤差は 小 さ く亜 鉛 の 測定感度

曽
屯

＄
Ho

冖
g
の

Table 　2　1nterferences　of 　 molecular 　absorption 　Qf

　　　　 manganese ，　 chromium ，　 molybdenum
，

　　　　 tungsten 　and 　vanadium 　saltS 　in　 atomic

　　　　 absorption 　spcctrometry 　of 　Zn ，　Cd ，　Ni
，

　　　　 Fe
，
　Mn

，
　Cu 　and 　Cr

Wave ．　 Sensi・　 　 Elror 　by　a 加 orption 　bands （帽 ！【ロ1）
且en9 由 　 tivity

（nm ）　 （pg／m1 ）　 Mn 　 Gr 　　 Mo 　　 W †　　 V†

翫

cdM

恥

 

伍

α

213．9228
，82S2
．0248
．3279
，5s24
．7357
．9

O．eo5　　0．060　　0．23
0．005　　 0．038　　0．19
0．029　　　0．21　　　0．77
0．022　　　0．16　　　0．27
0，012 　　　　− 　　　0 」 2

0鹽017　　　0．025　　0．16
0．［2　　　　0．60 　　　　一

0．078　　0．052　 0．092
0．0フ0　　0．022　　0． 
0．34 　　　0．08 δ　　0．42
D．20　　　0．06t 　　O．32
0，05　　　0．018 　　0．072
0．025　　0．0且7　　0．065
0．60 　 　N ．D ，　 0．36

Waveleng 出 ，
皿

Fig．9　Absorption　spectra 　obtained 　by　HNOs 　in

　　　　air−ace しylene　flame

　 　 　 　 − 6NHNOs ；　・一一一BNHNO3

Table 　l　Interferences　 of 　molccular 　absorption 　of

　　　　 nitric 　acid ，　sulfuric 　acid 　 and 　phosphoric

　　　　 acid 　 in　 atomic 　 absorption 　 spectrometry

　　　　 of 　Zn，　Cd，　Ni ，
　Fe，

　Mn ，
　Cu 　 and 　Cr

　 Error 　by　absorptiOn 　bands （F9 ！ml ）
一 一

3NHNO3 　a．6NH2SO4 　2 ％ H3PO4

Air−acet アlenc　Hamc ；　 N ．　D ，：Not　detccted；　 †　Concentra とion

of 　10mg ！mL ，山 e　 other 　 are 　 l2mg ！ml 　 as　 metal 　 ion；　 M 皿 r　Cr，
Mo ，　 V ； HGI 　 solutio 叫　 W ： H202 　 solution

の 2 倍程度 で あ っ た ．しか し硫酸 ， リ ソ 酸 の 干 渉 誤 差 は

大 きく，亜 鉛，カ ド ミ ウ ム の 測 定感度 の （7〜9）倍に 相

当す る値が 検出された． マ ン ガ ン
，

ク ロ ム
，

モ リ フ ァ

ン ，バ ナ ジ ウ ム の 塩酸溶液 と タ ン グス テ ン の 過酸化水素

に よ り溶解 した 溶液 に よ る 吸収誤差 は ， 亜 鉛 や カ ド ミ ウ

ム の 原子吸光感度 の （8〜46）倍 もの 高い 値を得た．又 ，
ニ

ッ ケ ル や鉄 に 対す る干渉誤差 も測 定感度 の （3〜24）倍検

出 し た ，特に ク ロ ム ，モ リ ブ デ ソ に よ る干渉は 大 きい ．

ク 卩 ム 原 子吸光 で は マ ン ガ ン ，モ リ ブ デ ン に よ る 干渉 が

大 きか っ た ．

5 結 言

Wave ．　 　 Sensi一
置cn 辟 h　　　 tivitv

（ロm ）　 （F9 ／mD

　原子吸光分析 で 普通に 使用 され て い る 空気
一
ア セ チ レ

ン 炎中 に マ ソ ガ ソ ，　 ク 卩 ム ， モ リ ブ デ ン ，　 タ ン グ ス テ

ン
，

バ ナ ジ ウ ム の 高濃度溶液を噴霧 し て ，そ れぞれ の 塩

が 炎 中で 生成する 酸化物 ， 水酸化物 に よ る 吸収ス ペ ク ト

ル を 測定 した．又， これ らの 吸収が 原子吸光分析に 与え

る影響 を 測定 した が ， （200〜400）nm の 範囲で 大きな 吸

収誤差 を 与 え る こ とが分 か っ た．一
方 ， 試料を溶解す る

ときに 使用 した 酸 に よ る吸収誤差 も少な くなか っ た．

　終 わ りに ， 本実 験 に 援 助 を い た だ い た 本 研 究所 分析 化

学室 長 旧 村 正 平 助 教 授 に感 謝 し ま す．
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Melecular 　 absorptio 皿 spe 。t7a 　 of   葛灘 e ，

vanadium
，
　chromium

，
　 molybdenum 　and 　t皿 gsten

salts 　 in　 flame ， （Spectral　 interferences　 in　 atomic

absorption 　spectrometry ．　 VIL ）　 Hidehiro 　DAmoJI

（Thc 　Institute　f（）r　 Solid　 State　 Physics，　 The 　University
of 　 Tokyo ， 7−22−1，　 Roppongi ，　 Minato −ku

，
　 Tokyo）

　The 　 molecular 　 absorption 　 spcctra 　 of 　 some 　 mctal

salts 　 of 　 manganese
，
　 vanadium

，
　 chromium ，　 molyb −

denu 皿 and 　 tungsten 　in　 an 　 air −acetylene 　fiarne　 were

mcasured 　 in　 the 　 wavelength 　 range 　 from　 200　nm 　 to

400nm 　 and 　 the 　 extcnt 　 of 　 the　 interferences　 of 　 these

spectra 　ft〕r　analytical 　lines　of 　other 　elements 　by　ato 皿 iG

absorption 　 spectrometry 　 was 　investigated．　 A 　Hitachi
207atomic 　absorption 　 spectrophotometer 　with 　a　deu・
terium 　 Iamp ，　 a 　 labDratory−made 　 lamp

，
　 and 　 some

hollow　 cathode 　lamps 　 as　 the 　light　 sources 　 was 　 used

fbr　the 　measureme ロts　 of 　the 　 absorption 　spectra ．　 The

rnaximum 　abserptions 　of 　thesc 　band　spectra 　were 　obtain −

ed 　at 　256．O　nm 　and 　 375．O　nm 　fbr皿 anganese ，
293．4　nm

and 　297，6nm 　fbr　chromium
，
242．5nm 　and 　344 ．7　nm 　fbr

molybdenum
，
　and 　243．7　nm 　and 　302．3　nm 　f｛）r　vanadium ，

respectively ．　 Each 　peak 　fbr　these 　 maximu 皿 absorp −

tions　 coincided 　in　position　w 且出　that 　 fbr　 the　 band
spectra 　obtained 　 by　 emission 　 spectrometry 　 with 　the

air −acetylene 　 flamc．　 These 　 spectra
，
　 which 　 have 　 not

yet　becn 　reported
，
　are 　presumably 　duc　to　metal 　oxides

and 　hydroxides　produced 　in　thc 　Hame ．　 The 　spectral

intcrferences　fr・ m 　the　s・luti・ ns ・f　l．0％ ・ r　1．2 ％ mctal

salts 　 were 　 observed 　 as 止 e　absorption 　errors 　 of 　as 　much

as （3〜46）times 　 relative 　 to　 the　 sensitivity 　 obtaincd

fbr　Zn
，
　Cd

，
　Ni

，
　Fe

，
　Mn

，
　Gu 　and 　Gr　by　ato 皿 ic　absorp ・

tion　spectrometry ．　 The 　 spectral 　 interferences　 fro皿

nitric
，
　sulfuric 　and 　phosphoric　acids 　were 　also 　observed

in　the 　 wavelength 　 range 　fr・ m 　200　nm 　t・ 350　nm ・

　　　　　　　　　　　　　（Received 　Feb ．23
，
1980）
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Molecular 　 absorption
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Vanadium 　greup 　 salts
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